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居
合
道
四
段
以
下
講
習
会

（
後
期

）
　
三
月
十
日

　
講
習
は
無
段
か
ら
四
段
ま
で

を
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け

、

全
剣
連
居
合
十
二
本
に
つ
い
て

全
剣
連
中
央
・
地
区
講
習
会
の

伝
達
内
容
も
含
み
午
前
午
後
の

講
習
を
予
定
ど
お
り
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。

　
最
初
は

『
作
法

』
の
刀
礼
で

刀
を
床
に
置
く
左
手
の
鐺

（
こ

じ
り

）
近
く
に
つ
い
て
の
変
更

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た

。

『
術
技

』
で
は

、
昨
年
度
の
変

更
後
の
新
た
な
変
更
点
と
し
て

四
本
目
及
び
十
本
目
の
胸
に

と

っ
た
刀
の
高
さ
に
つ
い
て

。

　
六
本
目
の
抜
き
打
ち
か
ら
諸

手
に
と

っ
た
剣
先
の
高
さ
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た

。

　
最
後
に
受
審
者
を
含
め
全
員
に

演
武
を
し
て
も
ら
い
そ
れ
ぞ
れ
課

題
の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た

。

　
主
催
す
る
側
と
し
て
感
じ
る
こ

と
で
す
が

、
最
近
の
傾
向
と
し
て

受
審
対
象
で
な
い
若
手

（
初
心
者

含
む

）
を

、
四
段
以
下
講
習
会
で

育
成
を
考
え
る
支
部
が
増
え
て
来

て
い
ま
す

。
茨
城
県
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
に
な
り
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
と
考
え
ま
す

。

　
四
月
か
ら
令
和
六
年
度
が
始
ま

り
ま
す

、
講
習
会
・
大
会
が
始
ま

り
ま
す

、
居
合
道
部
と
し
て
出
来

る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
ま
い
り

ま
す

。
支
部
代
表
の
皆
様
に
は

、

多
く
の
会
員
の
積
極
的
な
参
加
の

ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
令
和
五
年
度
二
回
目
の
四
段
以
下

講
習
会
は

、
三
月
十
日

、
土
浦
市

霞
ヶ
浦
文
化
体
育
館
に
四
十
一
名
の

申
込
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
講
習
会
の
四
日
前
の
三
月
六

日
奈
良
県
で
高
校
生
指
導
中
の
真
剣

に
依
る
事
故
の
情
報
が
三
月
七
日
入

り
ま
し
た

。
講
師
三
人
で
情
報
を
共

有
し

、
講
習
で
は
真
剣
を
使
用
し
な

い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す

。

　
講
師
は
教
士
八
段
平
野
政
弘

、
範

士
八
段
山
﨑
明
正

、
教
士
八
段
伊
藤

政
敏
が
担
当
し
ま
し
た

。

　
開
会
式
で
は

、
平
野
政
弘
講
師
か

ら
奈
良
県
の
事
故
の
説
明
と
注
意
喚

起

、
そ
し
て
茨
城
県
居
合
道
部
と
し

て
四
段
以
下
の
皆
さ
ん
に
期
待
す
る

内
容
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

。

　

居合道部だより
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演武ー２（初段） 演武ー３（二段）

演武ー４（三段） 演武ー５（四段）

演武ー６（四段） 講習中（２班）　

講習中（１班） 講習中（３班）　


